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亜鉛 （II）一及び カ ド ミウム （II）− O ，
O

’

一ジア ル キル ジ チ オ リ

ン酸錯体の溶媒抽出
＊

佐 々 木義 明
 
，田頭昭二

， 村上良子 ，岡 田 和彦，林謙次郎
＊ ＊

（19．　89 年 7 月 7 日受理 》

　O，O
’一ジ ア ル キ ル ジ チ オ リ ン 酸塩 〔R2dtp

−
） の 亜鉛 （II）及 び カ ド ミ ウ ム （II）錯体 に つ い て ，そ の ク

ロ ロ ホ ル ム へ の 抽 出挙動 を 調 べ た．実 験 に用 い た R．2dtp
一

は ア ル キ ル 基 が メ チ ル ，エ チ ル ，プ ロ ピル ，
及 び ブ チ ル の 4 種類 で あ る．温 度及 び イ オ ン 強度一

定 の も と で ，金属 イ オ ン の 分配比 と R2dtp
一

濃度
と の 関係 か ら抽出錯体の 組成 ， 全生成定数，及 び ク ロ ロ ホ ル ム へ の 分配定数 を求め た．そ の 結果，い ず

れ の 抽 出系 に お い て も抽 出化学種 は ［M （R2dtp ）2］（M ＝Zn ，　Cd 〕 で あ り ，
こ れ ら錯体 の 分配定数及 び

全生成定数 の 値 は 配位 子 中 の ア ル キ ル 基 が 大 き く な る に 従 い 増加 す る こ と が 分 か っ た．乂 ，カ ド ミ ウ ム

錯体 の ほ う が 対 応 す る 亜 鉛錯体 よ り も常 に 安定 で あ る こ と も分 か っ た．

1 緒 言

　O
，
O
’一ジ ア ル キ ル ジ チ オ リ ン 酸 塩 1（RO ）2P 〔S）S

−
｝

（以下 R2dtp7 と略記 ） は ジ ア ル キ ル ジ チ オ カ ル バ ミ ン

酸塩 R2NC（S｝S
−
｝や 0 一ア ル キ ル ジチ オ 炭酸塩 IROC

（S）S
−
1 な ど と同 じ く ， S，S一配位 の キ レー ト試薬 で あ

る． しか し，ジ ア ル キ ル ジ チ オ カ ル バ ミ ン 酸塩 や 0一ア

ル キ ル ジチ オ 炭 酸塩 が 容 易 に 酸 分 解 さ れ る の に 反 し，

R．2dtp
一

は 強酸性濟液中で も安定 で あ る ．従 っ て ，強酸

性 溶液 中 で の 反応性 を も含 め た S，S一配位型 配位子 の 化

学的特性 を 理 解す る う え で ，R．2dtp
、

は興味 あ る 試薬 で

あ る．

　古 く は Busevl）が，そ の 後 Bode ら
21

や Handley ら
3）

が R2dtp
一

と広範 な 金属 イオ ン と の 反応性 を定性的 に 調

べ て 以来 ， 多 く の 研究者 に よ り重金属 イオ ン の 溶媒抽出

法 が 報告さ れ て き た の
一b ｝． し か し，形成 さ れ る 錯体 の

組 成 や 熱 力 学 的 安 定 度 に 関 す る 研 究 例 は 少 な く ，

R2dtp
一

の 化 学 的性質 に つ い て は い ま だ 不 明 の 点 が 多

い ．

　著者 ら は R2dtp
一

の 分析化学 へ の応用 を 企 図 し幾つ か

の 金属 イ オ ン に つ い て の 研究 を 行 っ て き た ．前報 で は ル

テ ニ ウ ム （III）の ク ロ ロ ホ ル ム 抽 出／吸 光光度定量 法を

＊

O ，O
’一ジ ア ル キ ル ジ チ オ リ ン 酸塩 の 分 析 化 学 的 応 用

　　 （第 7報 ）． 前 報 は K ．Hayashi，　 Y ．　 Sasaki，　 S．

　 Tagashira，　Y ．　 Murakami ，　T ．　Suehiro ：Anal．5d．，3，55

　 　（1987｝．
＊ ＊

　山 口 大 学 理 学 部 化 学 教 室 ： 〒 753 　山 口 県 II」口 市 吉 田

　 　 1677一且

報告 した
7）．

　 今回 は 亜鉛 （II）及 び カ ド ミ ウ ム （II）の ク ロ ロ ホ ル ム

へ の 溶媒 抽 出 に つ い て 研究 し た．調 べ た R
？dtp

一
は ア ル

キ ル 基 が メ チ ル （Me ．2dtp
一

と 略 記）， エ チ ル

（Et・2dtp
−
）， プ ロ ピ ル （Pr2dtp

−
1

， 及 び プ チ ル

（Bu ？dtp
−
｝ の 4 種類で あ る．金属 イ オ ン の 分配比 に 及

ぼ す 配位子濃度 の 影響 を 定量 的 に 調 べ ，抽 出錯 体の 組

成，生成 定 数 （角 ｝， 及 び ク ロ ロ ホ ル ム へ の 分 配 定数

（κD ） を 求 め た．そ の 結 果，抽 出 錯 体 は い ず れ も

［M （R2dtp ）2｝（M ＝Zn
，
　 Cd 〕で あ り，そ の KD 値 及 び

罵 値 は 配位 子 中 の ア ル キ ル 基が 大 き く な る に 従 い 増加

す る こ と，又，カ ド ミ ウ ム 錯体 の ほ うが 対応す る 亜 鉛錯

体 よ り も安定 で あ る こ と が 分 か っ た．

2　実 験

　2・1 試薬及び装置

　KR2dtp ： 対応 す る ア ル キ ル ア ル コ ール と 十硫 化 四 リ

ン とを トル エ ン 中で 反 応 さ せ
B，，で き た HR2dtp を水酸

．

化 カ リ ウ ム 水 溶液 に 逆抽 出 し た 後 ， 濃縮 し て KR2dtp

の 結晶 を得 た．得 られ た結晶 は エ タ ノー
ル 中 で の 再結 晶

に よ り精製 し た， ヨ ウ素滴定法 り
に よ り 求 め た こ れ ら試

薬 の 純度 は い ず れ も 98％ 以 上 で あ っ た．試薬溶液は使

用 日 に そ の 適量 を精 ひ ょ う し蒸留水に 溶解，定容 と し て

調製 した．

　亜 鉛 （II） 貯 蔵 溶 液 （0．lm ・idm
−

／’

｝： 金 属 亜 鉛

（99．998 ％ 〕を硝 酸溶液 で溶解 し た 後，溶液 を蒸 発乾固

し た．次 い で ， 最終酸濃度 が 1mol 　dm
−

／1
とな る よ う硝
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酸 と蒸留水 を用 い て 蒸発残分 を溶解 し貯蔵溶液 と し た．

　カ ド ミ ウ ム （H ）貯蔵 溶液 （0．lmol 　dm
−．

壬
〉；特 級 硝 酸

力 ドミ ウ ム を最終酸濃度 が lmol 　dm
．．3

と な る よ う硝酸

と 蒸留水と を 用 い て 溶解 し た．そ の カ ド ミ ウ ム 濃度 は

EDTA 滴定法 に よ り求め た．

　亜 鉛 及 び カ ド ミ ウ ム の 定 量 は 島津 AA −610 形 原 子 吸

光光 度計 を 用 い
，

空 気
一

ア セ チ レ ン フ レ
ー

ム に て 行 っ

た．又 ，pH の 測定 に は 東亜電波 HM −5A 形 ガ ラ ス 電極

pH メ
ータ ーを用 い た ．

　2 。2 　操　作

　容量 25cm ：1
の 共栓 付 き メ ス シ リ ン ダ

ー
（最小 日盛 ：

0．2cm ：

り に ，最終濃度が 5．02 × 10
一

斗
　mol 　dm

− 1
に な る

よ う 硝酸 亜鉛 溶液 あ る い は 5．67 × 10
− 4

　mol 　dm
− i

に な

る よ う硝酸カ ド ミ ウ ム溶液を採る．硝酸カ リ ウ ム溶液を

加 え て 最 終 イ オ ン 強 度 を 0．10 あ る い は 1．Omol 　dm
−

／1

に 調節す る．硝酸あ る い は水酸化 カ リ ウ ム 溶液 を用 い

て ，抽出操 作後 に お け る 水相 の pH が 所定 の 値 を示す

よ う に 調 節す る．必要 な 場
・
合 に は EDTA 溶 液 を加 え

る．所定 濃度 に な る よ う KR2dtp 溶液 を加え ，最後 に

蒸留水 で 全量 を 10cm3 に す る ．10cmS の ク ロ ロ ホ ル ム

を加 え 両相 を よ く振 り 混 ぜ た 後，メ ス シ リ ン ダーを

25℃ の 恒温 水槽 に 浸 す ．そ の 後 ， 時 々 メ ス シ リ ン ダー

を振 り，25℃ で の 抽 出平衡 と な る よ う に す る．両相を

遠 心 分離 し た 後 ，ク ロ ロ ホ ル ム 相 の
一

定量 を 分取 し 蒸発

乾 固 す る．蒸発 残 分 に 適 量 の ヨ ウ化 ア ン モ ニ ウ ム ーヨ ウ

素溶液を 加 え 錯体 を酸化 分解 し た 後，冉び蒸発乾固 す

る．蒸発残分 を 0．Ol　 mot 　dm
−』1

塩 酸 で 溶解 ・定容 と し

た 後，AAS で 亜 鉛 あ る い は カ ド ミ ウ ム を 定 量 す る．一

方 ，
ク ロ ロ ホ ル ム 相 を分取 し た 残 り の 試料溶液 に つ い て

水相の pH 値を 測定す る．

　 AAS で の 定 量値 に 基 づ き 金属 イ オ ン の 抽出率及 び 分

配比 ， D ， を算定 し た．た だ し ，
　 D の 値 が大 き い とき に

は ，遠心 分離後の 水相 を再度 ク ロ ロ ホ ル ム で 抽出 し，そ

の ク ロ ロ ホ ル ム 相 に つ い て 同様 の 定 量操作 を 行 い ，そ の

定 量 値か ら D の 値を求め た．

3 結果及 び考察

　3 ・ 1　抽出条件の検討

　3・1・1　抽出時間　 　抽出 平衡 に 達 す る ま で の 時間 を

調 べ た．EDTA が 存在 し な い 抽 出系 で は，い ず れ も抽

出速度 が 大 き く 5 分 間 で 十 分 平衡 に 到 達 す る こ と が 分

か っ た．一方 EDTA が 存在 す る と ，抽出速度 は極 め て

小 さ く 平衡 に 達 す る の に 7 時間を要し た．

　3 ・ 1 ・2　水相 の pH 　　EDTA 不在 の 条件下 で ，金属

イ オ ン の 抽 出 に お け る 最 適 pH 範囲 を，そ れ ぞ れ の 配

位子 に つ い て 特定の 濃度 に お い て 調べ た．亜鉛 イオ ン に

つ い て 得 ら れ た （配 位 子 の 種 類 と 濃 度，最 適 pH 範

囲 ）の 組 み 合 わ せ は次 の と お り で あ る ： （0．8　mot 　dm
−

：i

KMe2dtp
，
　 pH 　1− 6）；（lmol 　dm

−
：，

　KEt
？
dtp

，
　pH　l− 7）；

（O．1mol 　dm 　
3
　KPrldtp ，　 pH 　2〜8 ）；　（0．】mol 　dm

−
s

KBUL ，dtp，　 pH　2〜9 ）．同様 に カ ド ミ ウ ム イ オ ン に つ い

て の 結 果 は 次 の と お り で あ る ： （0」 mol 　dm
−

／s

KMe2dtp ，　 pH 　l昭 ）； （0．05　mot 　dm
−

／l
　 KEt2dtp ，　 pH

1− 9 ｝； （0．05
’
【hol　dm

−
：s
　KPr2dtp

，
　 pH 　1− 11）； （  ．05　md

dm
− 13

　 KBu2dtp ，　 pH 　1− 12）． 以 後，　 KMe2dtp 及 び

KEt2dtp の 系 に お い て は pH 　3− 6 で
， 又 KPr2dtp 及 び

KBu2dtp の 系 に お い て は pH 　4．5〜6 で 抽出を行 っ た．

　Zucal ら
］u）に よ れ ば HEt2dtp 及 び HBu2dtp の pK。値

は そ れ ぞ れ 一
〇」 0 及 び 0，22 で あ り，こ れ ら 配位子 の 四

塩 化 炭 素 へ の 半 抽 出 pH 値 は そ れ ぞ れ 0．35 及 び 2．70 で

あ る．又，HBu2dtp の ＋ メ チ ル ー2一ペ ン タ ノ ン 及 び 酢酸

ア ミル へ の 半抽 出 pH 値 は そ れ ぞ れ 2．77 及 び 2．40 で あ

る．従 っ て 本実験 の pH 範 囲内で は ， 溶媒 が 異 な る た

め 確実 と は 言 え な い が ，HR2dtp の 生 成 及 び そ の 抽 出を

無 視 で き る もの と 考 え ら れ る．

　S ・2　抽 出平衡及び諸定数

　抽 出錯体 を ［M （R．，dtp｝．，ユ（M 二Zn ，　 Cd ）で あ る と仮

定 す る と ，金 属 イ オ ン の 分 配 比 〔D ） と配 位 子 濃 度

〔［R ，，dtp
−
］〉と の 問 に は 次式 が 成立 す る．

D − ・
・

×
−
MMi ［。念野雲議 、，p

−
，

・
・… L ・

た だ し，fiは 錯体 の 全 生 成 定 数 で あ り Kb は 抽 出錯 体

の 分配定数 で あ る．

　 さ て ，各抽出系 に つ い て イオ ン 強度 0」0 及 び 1．O　mol

dm
− 3

の もとで 配 位子濃度 と 分配比 と の 関係 を 調 べ た．

結果 の 一一部 を Fig、1 及び Fig．2 に 示す．得 ら れ た プロ

ッ トは い ず れ も式 〔1 ）の 関係 を よ く 満 た し て い る．す な

わ ち，配 位 子 濃 度 の 低 い 領 域 で 傾 き 2 の 直線 関係 を示

し
， 又 ， 高配位子濃度 に な る に 従 い 直線 か ら外 れ ，や が

て 分 配 比 は
一

定値 に 達 す る ．

　従っ て ，抽出錯体を ［M （R2dtp）．2 ］ と した 先 の 仮定 は

妥当 で あ り，こ れ ら プ ロ ッ トに 式 （ll を カーブ フ ィ ッ ト

さ せ 諸定 数 の 値 を求 め た （Table　l）．た だ し，β1 の 値

は 有 意 の 大 き さ と は な ら な か っ た．Figs．1 及 び 2 に お

け る 実線 は 得 ら れ た 定数値 を用 い た 式 （1 ）に よ る D の

計算値 で あ る．実 測 値 と 良 い
一

致 を 示 して お り，こ れ ら

諸定数 の 値 は
．
妥当 な もの と思 わ れ る ．
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4

2

聳　 o

一2

一4

一4　　　　− 3　　　 − 2　　　　− 1

　　　 ］og ［R2dtp
一
コ／mol 　 dm −3

0

Fig．　 l　Logariしhmic 　plots　 of 　distributien　 ratio （D ）

　　　 of 　zi 　nc （II）vs．［R ？dtp
−
1　at 　an 　ionic　strcngth

　　　 of 　1．O　m 【）1　dm
−

／l

　　　 R2dtp
−

： Mc2dtp
−
〔⊂）），　Et．2dtp

−
（囗 ），　Pr2d しp

−
〔● ），

　　　 Bu2dtp
ゴ
（△ ）

4

2

窒　 o

一2

一4

一4　　　　− 3　　　　− 2　　　　− 1

　　　10g匚R2dtp
−
］／mol 　dm −3

0

Fig．2　Logarithmic　p且｛〕ts　of 　distribution　ratio （D ）

　　　 of 　 cadmium （H ） び∫，　 IR2dtp　l　 at　 an 　 ionic

　　　 strength 　o 『1．O　mol 　dm
冖3

　　　 R2dIp
’
．Me2dtp

−
（● ），Et ，，dtp

−
（O ）

　な お，カ ド ミ ウ ム の KPr ．
2dtp 及 び KBu2dtp 抽出系 に

お い て は，配位子 濃度が 金 属 イオ ン 濃度 の 2 倍以 下 で

は 配位子 が 錯体 と し て 定 量 的 に 抽 出 さ れ ，乂 ，2 倍以 上

で は カ ド ミウ ム が 定量的 に 抽出 さ れ た．そ の た め ， 高配

位 子 濃度領域 で の データ か ら KD 値 は 求め られ た が ，低

配位子 濃度領域 に お け る ［R2dtp
−
］を 正確 に 算定 す る

こ と が で き ず，式 （1 ＞に 基 づ く解析 は 不可能 で あ っ た．

　そ こ で，EDTA を 共 存 さ せ て こ れ ら 抽出系 の 平衡 を

移勤 させ た．こ の 場合，配位子濃 度 が 十分 に 低 け れ ば次

の 近似式 が 成立 す る ．

9

8
　
　
　
　　
7
　
　
　
　

6

（［
↓
ε
唱
。］
盲
＋

ご

q
凶

。［

5

一4 一3 一2 一1

lo醒［R2dtp
−
］／mo 旦dπ 「

3

0

Fig．3　Logarithmic　plots　 of 　distribution　 ratio （D ）

　　　 of 　 cadmium （II） vs ．［R2d 吐P］　at　 an 　 ionic

　　　 st・ength ・f　l．O　m ・1　dm
一

二’

　　　 R2d しp
一

二 Pr．idtp
−
　 wiLh 　O．5　mmol 　dmM3 　EDTA

　　　 （● ）， B ・ ，dtゴ wi 山 5m 叩 。1　Clm
’s

　 EDTA

　　　 （O ）

1・gD （1＋ Kf ［・dt・
‘
一
］）− 1・9　Knfl2＋ 21・9 ［R ，dtp

−
］

　　　・…………・…・・・…………………・…・…・・　（2 ）

こ こ で ，Kf は錯体 ［Cd （edta ）P
一

の 生成定数 で あ る．

　Fig．3 に 示す実測値 は 式 〔2 ）を よ く満足 し て お り ， 直

線 の 切 片 か ら κ渦 値 を得 る こ と が で き た ．こ の 値と 前

述 の KD 値 と か ら β，
が 求 ま っ た （Tablc　1）．な お，解

析 に 当 た り KI・の 値
tl ）と し て loL6．s4 を，又 EDTA の 酸

解 離 定 数 Kl −LJ
（4

の 値
」2）と し て 10

−’2．t）

， 10
− 2’〔19

，

10
．
ti’ls

及び 10
− lu’15

を用 い た ．こ れ ら の 値は い ず れ も

25℃ ，イオ ン 強 度 0．lmo 且drn
− 3

で の 値 で あ る ．イオ ン

強 度 LO 　mol 　dm
− 3

で の 値 が 文献
1：1〕に 記戴 さ れ て い な い

た め，イ オ ン 強 度 LO　mol 　dm
−

／1
で の デ ータ の 解析 に お

い て も便宜的 に こ れ らの 値 を 用 い た．従 っ て ， 得 ら れ た

数 値 は こ の こ と に 起 因 す る 誤差 を含 ん で い る．

　 Tablc 　1 か ら次 の こ と が 言 え る ，

　（1 ｝イオ ン 強度 の 増 加 は KD 値に影響 し な い が β2 値

を わ ず か に 減少さ せ る ．こ の こ と は イオ ン の 活 量 係 数 の

減 少 と し て 定性的 に 理 解 可能 で あ る．

　 〔2 ＞同 一配 位 子 の 錯体 に お い て ，カ ド ミ ウ ム 錯体 の ほ

うが 亜鉛錯体 よ り も常に安定 で あ る．こ の こ と は柑対的

に よ り軟 らか い ル イス 酸 で あ る カ ド ミ ウ ム の ほ うが 軟 ら

か い ル イ ス 塩基 で あ る R2dtp
一

と の 反応性 に 優 れ て い る

こ と を示 す もの で あ る．

　 （3 ）配位子中の ア ル キル 基 が 大 き くな る に 従 い Kl ） 値

が大 き くな る．こ れ は配位子 の 疎水性 の 増大 に 基 づ く も
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Tabic 　 lDistribution （K ，，）and 　Qverall 　formatlon （昼）constan 巳s　lbr　O，α 一dialkyldithiophosphate（R2dtp
　
）com −

plexes　ofzinc （II）and 　cadmium （II！

1》letal　ion Cc，nstunt
1・ ni ・ st ・ength ／
　 mol 　dm

−一
：1 tSCe2dtp

一
Et・idtp

一
PrL）dtp

一
Bu ・

2dtP

Zn（II）

Cd （11〕

　　 log」KD

匡゚ 9
（m 。【dm

− ll

＞
− 2

　　 且og 　Ki
）

　　　　 β1

Lug
（m 。1　dm

−
・

）
一．

・

0．101
，00
．101
．OO

．10LOO

．且Ol
．o

乱

　

2200U

a

　・
　

…

　

ll

？」
2

2．52
．50
．40
．32

．52
．54
．74
．7

2．72
，72
．3233

．03
，07
」

7．41｝

2，72
．73
」

3．02

．92
．99
．4

且0．ot’

a ： Thc 　cx しracti ｛レn 　cc〕nstan ら K
（
．s ＝KDigv＝10

− u’1
，　was 　obtained ．　b ： These　values 　are 　subject 　to　errQr 　owing ［o　the

uncertain しy　of 　constants 　concerning 　EDTA ．

の で あ ろ う．

　（4 ）配 位子中の ア ル キ ル 基 が 大 き く な る に 従 い β， 値

が 顕著 に 増加 す る ．こ れ は ア ル キ ル ．基 の 電 子 供 与 性 の 増

大 に 伴う 配位子 の 塩基性 の 増 加 に よ る も の と考 え ら れ

る ．事 実，報 告 さ れ て い る HEt
？
dtp 及 び HBu2dtp の 酸

解離定数 ，pK ，，の 値
1じ 〕

は そ れ ぞ れ
一

〇．10 及 び 0．22 で

あ り、こ の こ と を裏付 け て い る．又 ，同 じ S，S 一配位子

型配位子 で あ る 0 一ア ル キ ル ジチ オ 炭酸錯 体
tt）に 比 べ こ

れ ら錯体 の 安定 度 が 低 い の も R，2dtp7 の 塩基性 が 0一ア
ル キ ル ジ チ オ 炭 酸 塩 類 の 塩基性 よ り も小 さ い こ と が 主要

因 だ と考 え ら れ る ．

　な お ，水
一N

，
N ・ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド混合溶媒中 で

［Z ・ （R
，・
dtp）、」 ， ［Cd （R ，d・p）」

一
及 び ［Cd （R ，

dtp）、］
？
一

の 存在 が 確認 さ れ て い る
tfi
’
：， し か し，本実験 に お い て

は こ の よ う な 口f溶性錯体 の 生成 は 認 め ら れ な か っ た ．溶

媒抽 出法 に お い て は 難溶性錯体，［MCR ，，
dtp ），］，の 有機

．椙
へ の 分 配 が 優 先 す る た め

， 可溶性 の 高次錯体 は 生成 し

に く い もの と思 わ れ る，

　本研 究 費 の
一・

部 は 文 部 省 科学 研 究補助金 に よ っ た ．
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　Solven ¢ ex 重raction 　of 　zinc （n ）− and 　cadmium （H ）＿
α σ一di・lkyldithi・ ph ・・ph ・ae　c ・ mpi ・x ・・．　 Y ・・hi・ki
S．橸 KI，　 Sh 〔’ji　 T 八 GAsHIR

｛
、，　 Yoshik ‘，　 MuRAKAMI ，　 Kazuhiko

OKAD へ and 　Ke ！夏iim　H ．xy ．、5Hl （Department 　of 　Chcmls 【ry ，
Faculty　of 　Sclcnce，　 Yamaguchi 　University，　1677−1，
Yoshida，　Yamaguchi−shi ，　Yamaguchi 　753）

　The 　extraction 　behavior　ol
’
zjn 【：（H ） and 　 cadmium （II）

cて，mplexes 　 of α 0
’−dialkyldithiophosphate〔R2dtp

−
） with

chl ・ r ・f・ rm 　 was 　investigated　ln　 a 　mcdium 　 with 　 c ・nstan ［

iI川 lc　strength 　at 　25
°
C ，　Four 　kinds　of 　R2dtp

−
were 　ex −

amined ，　 1，ら 　 d｛methyl （MeLdtp
’
〉，　 dicth

｝
・1（F．t．2dtp

−
），

dipropy【（Pr2dtp
−
）　and 　dibutyl（Bu2d〔p

宀
）　derivatives．

The 　 distribution　 ratio ，　t），　 of 　meta 且 lon　 was 　 calculatcd
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from the  extracted  metal  ion concentration  which  was  de-

termined  by  AAS  after  the oxidative  decomposition  of  the

extracted  comptex  with  an  NH4I'I2 solution.  The  com-

position, oVeralt  formation constant(fl2),  and  distribution

constant(KD)  of  the cornplex  extracted  were  determined

by analyzing  a  logarithmic plot ef  D  vs.  [R?dtp-] by  a

curve-fitting  method.  The  species  extracted  was

[M(R2dtp)2](M=Zn, Cd)  in all cases.  ,The values  of

KD  increased in the  order  Mc?dtp-<Et2dtpL<
Pr2dtp- =Bu2dtpJ  and  the  values  of  i?? increased in the
order  Mc?dtp-<Et2dtp-<Pr2dtp"<Bu?dtp-.  The

caclmium  coTnplex  was  always

responding  zinc  complex.more

 stable  than

(Receivcd July 7,

the  cor-

1989)

    Kbgtoordphrases

zinc(II)-O,OLdialky]dithiophosphate  complcx  ; caclmium

  {II)-O,O'-dialkyldithiophosphate complex  ; sotvent  ex-

  traction  into chloroform  ; forrnation constant;  distribu-
  tlon  constant.
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